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ど
か
ん
と

農
業
ま
つ
り

参加者から人
気の高い

“紅白もちまき”

丘
の
まち
に

「今年は好天に支えられて美味
しい農産物が収穫できた。思
う存分味わってください。」と
熊谷組合長

「この祭りは町内外からたくさん
の方が訪れるものとなった。農業
と商工業が一体となった企画を楽
しんでください。」と浜田町長

北見枝幸漁協、るもい漁協青年
部の皆さんも毎回、農業まつり
に参加していただいています。
漁協青年部の皆さんにも挨拶を
頂きました。

食 の メ
イン JA ブース

前は人手が絶えま
せんでした。

JR 美瑛駅前はた
くさんの人々で埋
まりました。

オープニン
グは“かわいい”
よさこい演舞から

ダイナミックな踊りが魅力
です。

たくさんの子どもたちも
この日の主役です

日高晤郎と絶妙なやりと
りの STV ラジオのとつ
いさん

ゲスト歌手の
工藤あやのさんゲスト歌手の和田青児さん

食
と
農
が
主
役
の
ド
ラ
マ

食
と
農
が
主
役
の
ド
ラ
マ

丘

　

美
瑛
の
盛
夏
を
惜
し
む
“
ど
か
ん
と
農
業
ま
つ

り
”
が
８
月
22
日
、
美
瑛
駅
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

及
び
広
場
、
本
町
通
り
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
農
業
ま
つ
り
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
て
絶

好
の
“
お
祭
り
日
和
”
と
な
り
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
人
は
２
万
９
０
０
０
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
告
げ
る
打
ち
上
げ

花
火
で
お
祭
り
が
ス
タ
ー
ト
。
よ
さ
こ
い
演
舞
や

怪
力
自
慢
俵
担
ぎ
リ
レ
ー
、
カ
ニ
の
早
食
い
選
手

権
、
紅
白
も
ち
ま
き
な
ど
が
多
彩
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
Ｓ
Ｔ
Ｖ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放
送
で
の
出
演

者
は
と
つ
い
よ
う
こ
・
工
藤
あ
や
の
・
和
田
青
児

の
３
名
。
日
高
晤
郎
シ
ョ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
軽
快
な
ラ
ジ
オ
ト
ー
ク
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
食
が
主
役
の
農
業
ま
つ
り
に
は
、
時
間

前
か
ら
多
数
の
皆
さ
ん
が
列
を
つ
く
り
、
美
瑛
産

農
畜
産
物
の
人
気
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
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大 鍋 豚
汁 は 美 瑛

の 食 材 が
たっぷりです

美瑛豚は信頼のブランド
として人気が高まってい
ます

丘のまち“びえい牛乳”試飲コーナー

多品種で人気の高い
美瑛産の野菜

糖度たっぷり
美瑛メロン

稲作生産者が一粒
ひと粒に丹精を込
めた「美瑛米」

今年も始まった
新ジャガ

根強い人気の美瑛産豆類

美瑛産米を使用した
「猿払」のホタテめし

美瑛産の農畜産物のＰＲをする JA 女子職員たち

北見枝幸漁協提供の
“カニの早食い”
コンテスト

大好評だった　新商品
「びえい豚カレー　とろとろ煮込み」
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わが勇姿わが勇姿
地域別対抗

怪力自慢
俵担ぎ
リレー
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成績（上位を掲載）
順位 チーム名 タイム

1 ルベシベ・二股 １分５５秒９０

2 藤野・原野 １分５６秒６２

3 オキキ・新区画 １分５８秒８６

4 北台 A １分５８秒８８

5 東部 A ２分０４秒７４

6 美沢 ２分０６秒５７

7 旭 ２分１６秒５５

8 宇莫別 A ２分１９秒１０

9 スズランクラブ ２分２２秒０６

10 東部 B ２分２２秒１５



6

第1100号　平成27年9月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

一
、
収
穫
適
期
の
判
定

　

出
穂
期
～
成
熟
期
の
登
熟
日
数
は
平

年
値
（
成
苗
な
な
つ
ぼ
し
）
で
48
日
で

す
。
成
熟
期
を
過
ぎ
る
と
、
被
害
粒
（
茶

米
、
紅
変
米
、
胴
割
粒
、
腹
白
粒
や
心
白
粒
）

が
増
加
し
品
質
、
歩
留
ま
り
が
低
下
す
る

の
で
、
収
穫
適
期
を
正
し
く
と
ら
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
収
穫
適
期
の
判
定
に
は
、

３
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
積
算
気
温
に
よ
る
方
法

　

標
準
的
な
生
育
の
イ
ネ
で
、
平
年
並
の

日
照
時
間
が
あ
る
場
合
、
出
穂
期(

全
穂

数
の
40
～
50
％
が
出
穂
し
た
日)

後
の
日

平
均
気
温
積
算
が
950
～
980
℃
前
後
で
成
熟

期
に
な
り
ま
す
。

②
籾
の
熟
色
に
よ
る
方
法

　

積
算
気
温
に
よ
る
方
法
は
目
安
と
し
、

ほ
場
で
籾
の
熟
色
を
観
察
し
て
判
断
し
ま

す
。

　

判
定
は
、
天
気
の
良
い
日
の
昼
間
、
太

陽
を
背
に
し
て
穂
を
手
に
と
り
調
べ
ま
す
。

日
の
あ
た
る
側
の
黄
化
が
早
い
の
で
、
過

繁
茂
な
イ
ネ
は
籾
の
裏
側
も
観
察
し
ま
す
。

黄
化
籾
率
が
90
％
に
達
し
た
時
期
が
成
熟

期
で
す
。

③
玄
米
判
定　
　
　
　
　
　

　

サ
ン
プ
ル
採
取
は
、
積
算
気
温
か
ら
求

め
た
成
熟
期
の
10
日
前
、
も
し
く
は
、
ほ

場
の
完
熟
籾
＋
黄
化
籾
合
計
が
８
割
程
度

と
な
っ
た
時
期
か
ら
行
い
ま
す
。
判
定
は
、

玄
米
を
「
整
粒
」、「
青
未
熟
粒
」、「
被
害
粒
」

に
分
け
、
青
未
熟
粒
が
登
熟
し
、「
整
粒
」

が
70
％
（
高
整
粒
は
80
％
）
と
な
る
日
を

判
定
し
ま
す
。
青
未
熟
粒
の
一
日
あ
た
り

登
熟
進
度
は
、
お
お
む
ね
２
～
３
％
で
す

適期収穫
と

乾燥の留意点

　

今
年
は
、
出
穂
・
開
花
期
の
気
象
条

件
が
高
温
・
多
湿
で
経
過
し
た
こ
と
か

ら
、
開
花
の
揃
い
は
良
好
で
し
た
。
登

熟
も
揃
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
部
ほ
場

で
は
、
部
分
的
に
穂
揃
い
が
悪
く
、
お

盆
頃
に
出
穂
・
開
花
を
迎
え
た
「
遅
れ
穂
」

が
み
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
当
然
、
登
熟
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の

で
、
適
期
に
収
穫
を
始
め
ら
れ
る
よ
う

に
ご
英
断
を
お
願
い
致
し
ま
す
！

か
ら
、
採
取
日
か
ら
逆
算
し
「
収
穫
始
め
」

を
決
定
し
ま
す
。
判
定
結
果
が
10
日
以
上

先
と
な
る
場
合
は
、
一
週
間
後
に
再
度
判

定
し
ま
す
。　
　
　
　
　

　
「
収
穫
始
め
」
か
ら
５
～
７
日
が
収
穫
適

期
で
す
。
整
粒
80
％
を
超
え
る
と
少
し
ず

つ
被
害
粒
が
増
加
す
る
の
で
注
意
し
ま
す
。

二
、
乾
燥
の
留
意
点

①
二
段
乾
燥
の
実
施

　

二
段
乾
燥
と
は
、
一
次
乾
燥
後
、
貯
留

期
間
を
設
け
再
度
乾
燥
を
行
う
方
法
で
す
。

　

貯
留
中
に
籾
水
分
が
安
定
す
る
の
で
、

水
分
ム
ラ
に
よ
る
過
乾
燥
が
防
止
で
き
る

ほ
か
、
水
分
計
の
測
定
精
度
が
高
ま
る
、

放
冷
後
の
水
分
の
戻
り
が
な
い
、
肌
ず
れ

が
少
な
い
、
玄
米
光
沢
が
良
い
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
乾
燥
時
間
が
短

縮
で
き
る
の
で
、
収
穫
作
業
が
ス
ム
ー
ズ
、

省
エ
ネ
に
も
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

昨
年
は
青
米
の
混
入
が
多
く
、
水
分
の

戻
り
が
多
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
特
に
二
段
乾
燥
は
有
効
で
す
。

貯
留
場
所
、
貯
留
方
法
（
フ
レ
コ
ン
、
コ

ン
テ
ナ
、
通
気
性
を
良
く
す
る
工
夫
）、
貯

留
籾
の
移
動
方
法
（
バ
ネ
コ
ン
、
昇
降
機
）

が
確
保
で
き
る
場
合
は
ぜ
ひ
検
討
し
て
下

さ
い
。

②
二
段
乾
燥
の
方
法

　

一
次
乾
燥
は
長
期
貯
留
（
30
日
以
内
）

が
可
能
な
籾
水
分
17
～
18
％
で
仕
上
げ
ま

す
。
高
水
分
籾
か
ら
低
水
分
籾
へ
水
分
が

移
動
し
安
定
す
る
に
は
24
時
間
で
85
％
が

完
了
し
、
２
日
間
で
平
衡
に
達
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
穀
温
が
低
下
し
な
い

た
め
安
全
を
見
越
し
５
日
間
程
度
貯
留
後
、

仕
上
げ
乾
燥
を
実
施
し
ま
す
。
貯
留
期
間

が
短
い
と
二
段
乾
燥
の
効
果
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

乾
燥
速
度
は
、
毎
時
0.8
％
程
度
以
下
で

行
い
ま
す
。
刈
遅
れ
で
立
毛
胴
割
れ
が
発

生
し
て
い
る
場
合
は
0.5
～
0.6
％
以
下
で
行

い
ま
す
。
仕
上
げ
乾
燥
は
、
自
然
放
冷
で

0.5
～
0.7
％
余
熱
乾
減
す
る
こ
と
を
見
込
ん

で
仕
上
げ
ま
す
。
仕
上
げ
乾
燥
後
は
、
通

風
の
み
で
一
循
環
さ
せ
ま
す
。

水　

稲

稲
作
生
産
部
会

表 1　出穂期以降の日平均気温の積算値による成熟期予測

出 穂 期 950℃到達日 （日数） 980℃到達日

７月２５日 ９月１１日 （48 日間） ９月１３日

７月２８日 ９月１６日 （50 日間） ９月１８日

７月３１日 ９月２１日 （52 日間） ９月２３日

８月　３日 ９月２6 日 （54 日間） ９月２８日

８月　６日 10 月 ２日 （57 日間） 10 月　５日

※美瑛町アメダス使用。8 月 24 日からは平年値使用。
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秋まき小麦
と

適期播
は

種
しゅ

麦
作
生
産
部
会

１　

pH
の
適
正
化

　

春
先
、
pH

5

5.0
以
下
の
低
pH
ほ
場
が
散
見

さ
れ
ま
し
た
。
低
pH
で
は
、
作
物
の
生
育

中
の
対
応
が
困
難
で
す
。
前
作
物
の
生
育

状
況
が
不
良
だ
っ
た
ほ
場
は
特
に
注
意
し
、

土
壌
分
析
（
最
低
pH
だ
け
で
も
）
を
実
施

し
、
適
正
pH
（
5.5
～
6.0
）
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

２  

砕
土
整
地
は
丁
寧
に

　

ロ
ー
タ
リ
ー
耕
に
よ
る
耕
盤
層
形
成
を

回
避
し
、
作
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
パ

ワ
ー
ハ
ロ
ー
に
よ
る
砕
土
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
小
麦
の
出
芽
揃
い
を
良
く
さ
せ
、

除
草
剤
の
土
壌
処
理
効
果
を
高
め
る
た
め

に
は
、
砕
土
性
を
良
好
に
す
る
こ
と
が
大

切
に
な
り
ま
す
。

　

土
壌
条
件
の
良
好
な
中
で
播
種
作
業
が

で
き
る
よ
う
、
砕
土
整
地
は
丁
寧
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

  

平
成
27
年
産
は
高
温
で
降
雨
の
合
間
を

見
な
が
ら
の
収
穫
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
な
い
穂
数
が
確
保
さ
れ
、
多

収
年
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
本
年
は

春
先
低
pH
に
よ
る
生
育
不
良
が
散
見
さ

れ
、
減
収
す
る
ほ
場
や
穂
数
過
多
に
よ

る
倒
伏
が
目
立
つ
ほ
場
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

28
年
産
の
播
種
作
業
に
向
け
て
は
、

事
前
の
準
備
と
共
に
適
期
適
量
播
種
に

よ
り
さ
ら
な
る
安
定
生
産
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

３　

播
種
深
度
は
３
cm
程
度
に

　

種
子
の
深
さ
は
、
浅
い
と
少
雨
で
は
出

芽
の
遅
れ
や
土
壌
処
理
除
草
剤
の
薬
害
、

深
い
と
分
け
つ
の
抑
制
に
よ
り
茎
数
不
足

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
播
種
深
度
は
作
業
中

に
も
確
認
し
な
が
ら
３
cm
程
度
と
な
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

４　

適
期
播
種
と
播
種
量
の
適
正
化

　

ゆ
め
ち
か
ら
は
穂
数
確
保
が
収
量
確
保

の
決
め
手
で
す
。

　

き
た
ほ
な
み
は
、
春
以
降
、
茎
数
が
増

加
し
や
す
い
特
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
播

種
時
期
に
応
じ
た
播
種
量
の
加
減
が
必
要

で
す
。

５　

雑
草
対
策
～
秋
に
発
生
す
る
雑
草
は

秋
の
う
ち
に

　

実
生
か
ら
発
生
す
る
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ

ラ
は
、
土
壌
処
理
除
草
剤
と
と
も
に
雑
草

処
理
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
雑
草
の
生

育
が
進
む
と
除
草
効
果
が
低
下
し
ま
す
の

で
遅
れ
な
い
よ
う
に
適
期
に
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
秋
に
発
生
す
る
ハ
コ
ベ
・

イ
ヌ
カ
ミ
ツ
レ
な
ど
の
広
葉
雑
草
は
春
以

降
の
除
草
剤
処
理
で
は
効
果
が
低
下
し
ま

す
の
で
、
秋
の
う
ち
に
除
草
剤
に
よ
る
処

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

倒
伏
さ
せ
な
い
麦
づ
く
り

●後続車に進路をゆずる！
　後方から接近する車には、左に寄って
進路をゆずりましょう。
　特に、右折するときは、対向車はもち
ろん、後続車にも注意しましょう。
●早めの合図！
　低速走行の農作業車は、追いつかれや
すいので、早めのウインカーで、後続車
に知らせましょう。
●車体の洗車！
　テールランプに土がついていると、後
続車から合図が見えません！
　車体を洗車してきれいにしましょう。

表 1　きたほなみの播種期播種量の目安

適期

播種日 9/15 9/20 6/25

kg/10a 5 6 ～ 8 10 前後

越冬前茎数 800 ～ 1,000 本 /㎡

表 2　ゆめちからの播種期播種量の目安

適期

播種日 9/10 9/15

kg/10a 8 ～ 10

越冬前茎数 800～1,000本/㎡

　道警と道農作業安全運動推進本部は、
公道上での交通事故撲滅に向けトラク
ターの安全運転を呼びかけています。収
穫作業の繁忙期から行動の走行が頻繁に
なりますので、気をつけましょう。

トラクターの安全な運転を
農作業車の安全運転ポイント

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

 

紅
葉
に
囲
ま
れ

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山
靖
洋

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
の

到
来
で
す
。
木
々
の
紅
葉
も
山
か
ら
麓
へ
次
第

に
下
り
て
く
る
季
節
に
な
り
ま
す
。
紅
葉
は
最

低
気
温
が
８
度
よ
り
低
く
な
る
日
が
あ
っ
て

か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
始
ま
る
と
い
わ
れ
ま

す
。
木
々
は
、
秋
の
気
候
に
合
わ
せ
て
姿
を
変

え
て
い
き
ま
す
が
、
人
間
も
秋
に
食
欲
が
ア
ッ

プ
す
る
の
は
、
秋
の
日
差
し
が
弱
ま
る
こ
と
や

気
温
が
下
が
る
こ
と
に
関
係
が
あ
る
と
い
う

研
究
も
あ
る
よ
う
で
す
。
と
に
か
く
食
べ
物
が

い
っ
そ
う
お
い
し
い
季
節
で
す
ね
。

　

お
い
し
い
食
べ
物
を
さ
ら
に
お
い
し
く
い

た
だ
く
た
め
に
、
こ
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
も

み
じ
お
ろ
し
な
ん
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ダ

イ
コ
ン
に
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
加
え
て
す
っ
た
も

み
じ
お
ろ
し
を
鍋
物
や
湯
豆
腐
の
薬
味
に
し

た
り
、
お
刺
し
身
の
薬
味
に
し
た
り
す
る
の
も

い
い
で
す
ね
。
紅
葉
を
見
な
が
ら
、
ほ
ん
の
り

赤
い
、
も
み
じ
お
ろ
し
を
加
え
た
料
理
で
、
秋

の
味
覚
が
い
っ
そ
う
お
い
し
く
な
り
そ
う
で

す
。
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　国の調査で「将来の食料供給に不安がある」と答
えた人は 83㌫。その多くが国内の供給力の低下を理
由に挙げている。農水省は 2014 年度の食料自給率
がカロリーベースで 39㌫にとどまったことを発表し
た。自給率は 5 年連続の 40㌫を切る不安定な食料
確保の実態となっている。
　食料自給率は国内の食料消費が、国内の農産物で
どの程度まかなえているかを示す指標。自給率が低
迷傾向にある中、実際の店頭に並ぶ農産物の大半が
輸入品で占められるようになって久しい。
　低価格を第 1 に輸入品でも安価であれば良いとの
考えもあるが、過去には幾度となく使用期限切れや
違法薬物の混入など食の安全をおびやかす出来事が
相次ぎ、輸入品への不安がいつも付きまとっている
事実がある。
　一方では、安全性では信頼の高い国内産への志向
があることも事実だ。食生活の欧米化やコメ消費量
の減少、食料輸入の増加が、自給率低迷の主な要因
と指摘されてはいるものの現実問題としては「自国
民の食料は自国で生産する」という基本理念が無く、
経済至上主義の中で、輸出品とのバランスを保つ政
策的な道具としてとらえられていることが、この低
水準をもたらしている。
　日本の食料政策に比較し、先進国の自給率はカナ
ダが 258㌫、フランスは 129㌫で日本の低水準は世
界でも希な低さとなっている。政府は 25 年度まで
に自給率を 45㌫に高める目標を掲げているものの、
具体性に欠き、信ぴょう性は薄い。
　世界の食料需給は、ひっぱく傾向にあることは周
知の事実だが、人口の増加や開発途上国の経済発展
で世界全体の食料需要は 50 年度には約 69 億㌧も増
加するとの予測値もある。今、前のめり状態にある
TPP は不確定な情報が伝えられるが、この行方次第
では、自給率の向上などは全く期待できない。大切
なのは「自まかないの食料確保」なのだ。

安定した農畜産物の供給が必要

食料自給率 39㌫で低推移に
　

こ
の
研
修
会
は
、
予
断
を
許
さ
な
い
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
経
過
に
あ
っ
て
、
報
道
の
現
場

か
ら
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
確
認
し
よ
う
と

道
新
旭
川
報
道
部
次
長
の
澤
田
信
孝
氏
を

招
き
、
研
修
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
研
修

会
に
先
立
ち
、
小
野
寺
委
員
長
は
「
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
お
け
る
安
易
な
妥
協
は
許
さ
れ
な
い
。

断
固
反
対
し
、
北
海
道
農
業
を
守
ろ
う
」

と
決
意
を
述
べ
、
続
く
熊
谷
組
合
長
は
「
系

統
組
織
の
取
組
み
状
況
と
併
せ
、
国
会
決

TPP

交
渉
、
即
時
撤
退
に
結
束

報
道
の
現
場
か
ら
の
報
告

全上川農連
中央
ブロック会議

　

安
易
な
妥
協
は
許
さ
な
い
―
。
全
上
川
農
連
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
夏
期
研
修
会

が
８
月
11
日
、
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
旭
川
市
や
上
川
管
内
の
関
係
者

約
60
名
が
集
ま
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
報
道
で
、
農
業
の
カ
ー
ド
が
か
な
り
切
ら
れ
て
い

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
て
い
る
時
期
だ
け
に
、
参
加
者
は
堅
い
表
情
で
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

議
を
遵
守
し
、
国
は
食
料
確
保
を
」
と
参

加
者
に
訴
え
ま
し
た
。

　

研
修
講
師
の
澤
田
旭
川
報
道
部
次
長
は

「
オ
バ
マ
政
権
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
戦
略
に
つ
い
て
」

と
題
し
、
自
身
も
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
に
駐

在
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
の
報
道
に
も
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
現
地
の
状
況
と
重
ね

て
講
演
。

　

ア
メ
リ
カ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
戦
略
で
は
、
交
渉

を
急
ぐ
理
由
、
交
渉
の
山
場
と
行
方
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
の
本
質
・
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
生
産
の

実
態
や
業
界
の
ね
ら
い
、
取
材
の
舞
台
裏

な
ど
の
現
場
報
告
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

澤
田
氏
は
「
ハ
ワ
イ
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

の
結
果
、
年
内
決
着
の
メ
ド
は
無
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
来
年
の
ア
メ
リ

カ
大
統
領
選
挙
が
終
わ
る
ま
で
は
こ
の
ま

ま
で
推
移
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
分
析
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
ゆ
く
え
で
は
「
日
米
協

議
は
ほ
ぼ
決
着
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
医
療

分
野
、
乳
製
品
が
難
航
し
て
い
る
。
そ
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
動
向
で
米
国
は
ア
ジ
ア
重
視

戦
略
の
柱
と
し
て
主
導
権
を
握
り
た
い
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
メ
生

産
は
作
業
に
ほ
と
ん
ど
手
を
か
け
な
い
、

大
量
栽
培
で
安
い
コ
メ
で
勝
負
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
当
面
は
店
頭
に
並
べ
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
る
」
と
戦
略
の
実
態
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
「
即
時
脱

退
緊
急
会
議
」
が
採
択
さ
れ
、
安
倍
総
理

を
始
め
、
関
係
閣
僚
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

ワシントン支局駐在の経験を交え報
告する道新旭川報道部の澤田次長

ＴＰＰ交渉からの「即時脱退」を
求める緊急決議（書）



9

第1100号　平成27年9月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

Ｆ

【全体運】物事の細部が気になりやすい時期。どっ
しり構えた方が吉。雄大な自然の中で深呼吸を
すると良い気分転換に
【健康運】積極的に体を動かすことで好運キープ
【幸運を呼ぶ食べ物】アシタバ

【全体運】アートに関心を持ちたい期間。絵を描い
てみるなど、積極的にチャレンジを。文化祭のよう
な行事への参加も◎
【健康運】疲れをため込まないよう睡眠は十分に
【幸運を呼ぶ食べ物】シイタケ

【全体運】つまらないことで身近な人たちともめ
てしまう暗示。悪いと思ったら、素直に謝って。開
運には玄関掃除が有効
【健康運】ベストな健康法が見つかり、改善の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク

【全体運】コミュニケーション能力が活性化。初対
面の相手とも、すんなり親しくなれそう。誰にでも
気さくに話しかけて
【健康運】運動不足に注意。小まめに動くのが正解
【幸運を呼ぶ食べ物】マツタケ

【全体運】のんびるできる月です。余暇は趣味や
特技に時間を費やせば、確かな手応えを感じら
れるはず。散歩も刺激大
【健康運】リラックスタイムを設けることで、安泰
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

【全体運】気力が充実しているので、何にでも果
敢に取り組んでみる好機。意欲的に新しいこと
をスタートさせましょう！
【健康運】生活リズムを整えると体調は上昇傾向に
【幸運を呼ぶ食べ物】スダチ

【全体運】背伸びせず、自分らしく過ごすことで、小
さなラッキーをたくさん手に入れられます。親切
心も幸運の呼び水に
【健康運】まずまず。ストレッチなどで血行促進を
【幸運を呼ぶ食べ物】カツオ

【全体運】何かと知的好奇心をくすぐられる気配。
興味を引かれたら、じっくり情報収集を。講演会に
行くのも幸運
【健康運】スポーツ前は準備運動をしてけが予防を
【幸運を呼ぶ食べ物】栗

【全体運】思うようにならないことが増えるかも。
ピリピリせず、前向きにとらえて笑顔でいると好
転へ。古典芸能にツキ
【健康運】シェイプアップ効果大。運動を楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】昆布

【全体運】行動力が増し、未経験の世界にも大胆
に飛び込めるはず。思う通りにやってみて。スポー
ツへのトライも大賛成。
【健康運】汗をかいたら放置せず、きちんとケアを
【幸運を呼ぶ食べ物】ズッキーニ

【全体運】とっぴな行動からトラブルメーカーにな
りがち。出しゃばらず、周囲と歩調を合わせること。
瞑想（めいそう）で心を静めて
【健康運】気晴らしを忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】トウガン

【全体運】気分屋になりやすい傾向あり。約束をド
タキャンする、といった行動は避けて。常に有言
実行を徹底しましょう。
【健康運】胃腸系のケアが大事。暴飲暴食も控えて
【幸運を呼ぶ食べ物】サツマイモ

9

☆
当
選
者
は

高　

橋　

和　

子
さ
ん 

河　
　

村
ア
イ
子
さ
ん 

村　

上　

正　

雄
さ
ん 

河　

村　

五
月
美
さ
ん 

岩　

淵　

暁　

子
さ
ん 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
香
り
の
良
い
高
級
き
の
こ

②
本
当
に
あ
っ
た
話

③
科
学
や
物
理
な
ど
を
学
ぶ
教
科

④
江
戸
の
町
の
消
防
組
織

⑤
野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
四
つ
あ
り

ま
す

⑧
ナ
マ
コ
の
腸
の
塩
辛

⑩
東
海
道
で
は
日
本
橋
と
三
条
大
橋

の
間
に
53
カ
所

⑬
競
馬
で
買
う
の
は
馬
券
、
―
―
で

買
う
の
は
車
券

⑭
参
道
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
ま
す

⑯
お
な
か
の
上
で
具
を
割
る
動
物

⑰
ぬ
い
ぐ
る
み
に
詰
め
る
物

⑱
ワ
ラ
ビ
も
ゼ
ン
マ
イ
も
こ
の
仲
間

①
親
密
な
交
友
の
こ
と
を
水
魚
の
―

―
と
い
い
ま
す

④
朝
と
夜
の
間

⑥
紙
を
く
る
り
と
丸
め
る
と
作
れ
ま
す

⑦go

の
―
―
はw

ent

で
す

⑨
物
を
ゴ
シ
ゴ
シ
洗
う
の
に
適
し
た

道
具

⑪
贈
り
物
に
付
け
ま
す

⑫
結
婚
式
で
新
郎
と
新
婦
が
交
換
す

る
こ
と
も

⑭
損
の
反
対
語

⑮
佐
渡
島
で
は
舟
に
し
て
観
光
客
を

乗
せ
ま
す

⑰
袋
に
「
お
て
も
と
」
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
も

⑲
水
面
に
糸
を
垂
れ
て
楽
し
み
ま
す

⑳
祝
い
事
に
付
き
も
の
の
魚

㉑
桜
島
、
守
口
、
練
馬
と
い
え
ば

Ａ
→
Ｆ

『
サ
ト
イ
モ
』
で
し
た

コ
タ
エ

ス
ク
ラ
ム

モ
チ

サ
ケ

ス セ
ト

ア
イカ

リ
ン
ゴ

カ
セ
イ

ツ
キ
ミ

ジ
ゴ
ク

フ
ク
ロウ
ツ
ブ
セ

ケ
ラ
イ

Ｆ

Ｅ
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生産資材課からお知らせ

農作業事故を未然に防ごう！

生産資材課　☎92-1411

研修センター　☎92-0588ホクレン美瑛北町給油所　☎92-0588

　農薬の返品は９月１１日（金）までとなってお
りますので、お早めの返品をお願いいたします。
まだ使用する農薬につきましては、使用終了後の
返品で構いません。
※有効期限が過ぎている物や汚泥品・破損・開封済み等
の農薬につきましては、返品を受けることができません
ので、予めご了承ください。

皆さまのご理解・ご協力をお願いいたします。

　農機協では、９月から１０月を「秋の農作業安全運
動期間」とし農作業事故防止を呼びかけています。
　この時期は、秋の収穫作業で忙しい時期となり、収
穫機械による事故が多く発生します。トラクターや作
業機等を動かす場合は、クラクションや周囲の人に声
かけなど、基本を守り農作業安全に努めましょう。
　また、夕暮れ、夜間には回転灯や低速車マークなど
を装着して一般自動車と追突事故を未然に防ぎましょ
う。

☎92-3455　FAX92-3488

毒劇物の購入の際には、
必ず印鑑をご持参頂きますようお願いいたします。

FARM LAND からのお知らせ

ワンピースグッズプレゼント！

“秋のポテチ祭り”開催！

今、美瑛で人気が出てきている商品です！
充電式でコンパクトだからいろんな場所で
大活躍！
底部には強力な磁石がついているので
機械や倉庫の壁に貼り付け可能！
防雨型なので外でももちろん使えますよ！
研修センターの方たちも愛用しています！
倉庫に 1台、機械に 1台にと、この機会
に是非ご購入を！

新発売 十勝で大ヒット中！Kihi パック
鹿やタヌキやキツネなどに効果アリ
1袋効果は3～4か月ほど
天然由来の精油で人体や動物に悪影響なし！
スイートコーンやデントコーンに使用する
方が多いです！
興味のある方は是非店頭でニオイを体験し
てみてはいかがでしょうか

20袋12,960円（税込）　

※高速道路でも鹿よけに使用されています

LED投光器　充電式サンダービーム

10,584円（税込）

ホクレンＳＳ（給油所）では日頃のご愛顧に感謝をこめ、シル
バーウイーク期間にカルビーのポテトチップスのプレゼント等
を下記の内容で実施致します。

期間：９月２０日（日）～９月２３日（水・祝）４日間
場所：ホクレン美瑛北町給油所、大町セルフ給油所（美瑛の給油所のみ）
内容：①店頭給油（ガソリン・軽油）２０Ｌ以上で、カルビー

のポテトチップスをプレゼント！
　　　　　　※１回の給油で１袋プレゼント
　　　　　　※数量限定のため、なくなり次第箱ティッシュとなります
　　　②アロック会員店頭給油？円 /Ｌ引き
　　　③洗車キャンペーン（大町セルフＳＳ）

ホクレンＳＳ（給油所）では、サマーフェ
ア第２弾を下記の内容で実施いたします。

期間：9月１日（火）～９月３０日（水）
場所：ホクレン美瑛北町給油所、大町セルフ給油所
内容：対象期間中の給油レシート２０㍑分
を店頭スタッフにお渡し下さい
　専用の応募ハガキを進呈します。抽選で
合計1,500名様に、ワンピースプレミ
アムグッズなどをプレゼント！

※応募ハガキは数量限定です。詳しくはＳＳスタッフまで
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　丘のまち“びえい”の人気は、今年に限ってだろうか。観光シー
ズン最盛の美瑛駅周辺や観光スポットはたくさんの観光客で賑
わった。時には東南アジア、中国系の人たちばかりで、「ここは美
瑛なのか」と思うほど海外の言葉が大声で飛び交っていた。平成
27 年度の観光客の入り込み数は前年を大きく上回るだろう。そこ
で気になるのはマナー問題だ。農地への入り込みは依然として後
を絶たない。最近、網走で新害虫が見つかったとの報道があったが、
美瑛でも万全な対策が求められる。発生してからでは遅すぎるのだ。

745 人

1,838 人

231 億 9 千万円

91 億 5 千万円

 11 億 0 千万円

36 億 6 千万円
（平成 27 年 7 月末）

発生件数　　2 件（10 件）　《 8 件》
　　負傷　　2 人（10 人）　《 8 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 27 年度累計　《　》は昨年同期累計

（8 月 20 日現在）

９

19日（土）
　2015 北海道ホルスタイン

　ナショナルショウ（～ 20 日）

21日（月）　敬老の日

22日（火）　国民の休日

　23日（水）　秋分の日

　26日（土）　ふれあい田んぼ教室

平
成

27年
9月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1100
熊

谷
留

夫
総

合
企

画
部

第5回理事会　8月24日（月）

■議案審議事項
議案第１号　規程類の廃止について

・原案どおり承認されました。

■協議事項
①平成 27 年度農畜産物系統全量集出荷推進期間

の設定について

　

上
川
管
内
酪
農
家
の
皆
さ
ん
の

飼
養
技
術
を
競
う
、
第
57
回
上
川

管
内
総
合
家
畜
共
進
会
（
乳
用
牛

の
部
）
が
８
月
22
日
、
旭
川
市
の

おめでとう！上田牧場が快挙
上
田
雅
樹
さ
ん（
夕
張
）
所
有
牛

ホ
ク
レ
ン
北
海
道
中
央
家
畜
市
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
共
進
会
に
は
上
川
管
内
の
４

Ｊ
Ａ
と
１
高
校
か
ら
56
頭
の
出
品
牛

が
集
ま
り
、
15
の
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ

体
形
や
資
質
、
品
位
な
ど
を
競
い
ま

し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
夕

張
の
上
田
雅
樹
さ
ん
所
有
の
「
テ
イ
ー

ユ
ー
パ
ラ
ブ
ル
モ
ナ
リ
ー
サ
（
14
部

／
４
歳
ク
ラ
ス
）」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
に
も
上
田
さ
ん
の
出
品
牛
「
テ

イ
ー
ユ
ー
レ
デ
イ
ス
マ
ナ
ー
ジ
ヤ
ス

ト
Ｅ
Ｔ
（
12
部
／
ジ
ュ
ニ
ア
３
歳
ク

ラ
ス
）」
が
選
ば
れ
、
晴
れ
の
ダ
ブ
ル

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

上
川
乳
用

牛
共
進
会

グランドチャンピオンの
「テイーユーパラブルモナリーサ」
（写真提供 / ホルスタインマガジン社）


